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本
篇
は
鮭
鱒
藁
報
第
一
巻
第
一
銃
よ
り
終
刊
の
第
五
十
四
銃
ま
で
を
牧
録
し
た
。
 

本
誌
は
昭
和
四
年
五
月
に
創
刊
し
て
以
来
戦
時
数
年
間
の
休
刑
を
除
き
毎
年
数
回
発
行
さ
れ
た
が
昭
和
十
年
二

月
に
巻
を
改
め
て
年
次
と
し
銃
数
は
創
刊
競
よ
り
の
発
行
数
を
逐
ふ
て
第
七
年
第
二
十
六
銃
と
し
て
爾
来
此
の

体
裁
を
踏
製
し
た
が
昭
和
1
七
年
五
片
三
十
日
の
発
行
よ
り
年
次
を
冠
ず
る
こ
と
を
や
め
軍
に
銃
を
表
す
こ
と
 

、
 

に
し
第
五
十
四
銃
を
以
て
終
刊
と
し
た
。
 

本
篇
は
大
別
し
て
論
文
篇
と
糞
報
篇
と
の
二
部
と
し
た
、
論
文
篇
に
は
論
説
、
論
叢
、
資
料
、
講
演
、
講
義
、
 

抄
録
等
の
諸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
牧
録
し
た
。
 

以
上
の
外
の
も
の
は
業
報
篇
に
牧
め
時
報
、
趣
味
、
雑
文
の
諸
欄
の
分
と
寓
興
と
に
類
別
し
た
。
 

排
列
の
方
法
は
発
表
者
氏
名
（
又
は
発
表
機
関
名
）
の
A
B
c順
に
従
つ
た
が
時
報
の
分
は
発
表
銃
数
の
順
に

よ
つ
た
。
 

発
表
者
氏
名
（
又
は
発
表
機
関
名
）
の
次
に
発
表
年
次
を
、
題
名
、
巻

（
又
は年
）
、銃
数
の
順
に
記
載
し
た
。
 

二
以
上
の
銃
数
を
合
俳
発
行
し
た
分
の
も
の
に
は
銃
数
の
上
に
合
と
記
し
た
。
 

本
誌
発
行
機
関
の
事
務
報
告
事
項
（
会
報
、
会
告
等
）
は
全
部
省
略
し
た
。
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き
問
題
 

購
化
事
業
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感
 

卵
子
運
搬
器
に
就
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鮭
鱒
魚
洞
婦
の
実
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鮭
鱒
解
化
事
業
の
移
管
 

鮭
鱒
稚
魚
漁
慶
調
査
成
績
 

鮭
稚
魚
の
査
定
（
抄
録
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河
川
を
汚
灘
す
る
天
扶
一
水
 

鮭
鱒
稚
魚
の
愛
護
に
就
て
 

イ
カ
り
ム
シ
本
道
に
発
生
す
 

養
鱒
池
の
消
毒
法
（
抄
録
）
 
 

虹
鱒
稚
魚
の
豊
平
川
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移
殖
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鱒
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と
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田
事
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突
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守
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奏
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界
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恩
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吉
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憶
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北
見
閥
沿
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に
於
け
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鮭
洞
源
調
査
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鱒
類
の
洞
蹄
性
を
証
す
る
二
、
三
に
就
て
 

本
年
度
西
別
購
化
場
に
於
け
る
欄
鱒
蓄
養
成
績
 

鮭
鱒
勝
化
事
業
発
祥
の
地
に
記
念
碑
建
設
に
就
て
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終
刊
の
辞
 

シ
ロ
ザ
ケ
と
ア
キ
ザ
ケ
 

樺
太
鱒
の
回
麟
に
就
で
 

本
道
養
鱒
事
業
の
瞥
見
 

滑
海
州
の
樺
太
鱒
に
就
て
 

鮭
鱒
浩
岸
漁
業
の
更
生
策
 

北
海
道
鮭
鱒
腰
化
事
業
要
覧
 

虹
鱒
に
於
け
る
雌
雄
性
の
間
題
 

誘
蛾
燈
の
養
鱒
上
に
及
ぼ
す
効
果
 

各
荷
鱒
稚
魚
の
酸
素
滑
費
量
に
就
て
 

河
口
及
海
面
産
鮭
親
魚
の
採
卵
に
就
て
 

鮭
鯵
養
殖
水
産
組
合
か
ら
協
同
組
合
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響
 

北
海
道
に
於
け
る
鮭
鯛
保
護
河
川
制
度
の
が
選
 

大
島
博
士
の
努
力
を
要
す
る
鮭
鱒
蕃
殖
事
業
を
讃
み
て
 

根
室
地
方
に
於
け
る
殴
十
三
年
前
の
鮭
に
関
ず
る
調
査
資
料
 

標
識
放
洗
よ
り
観
た
る
秋
鮭
の
洞
溝
経
路
 
一
 

時
局
下
の
鮭
鱒
解
化
事
業
に
望
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潟
懸
の
鮭
増
殖
現
況
 

越
後
の
色
鯉
と
そ
の
飼
育
法
 

鮭
の
稚
魚
に
現
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れ
る
重
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崎
形
と
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臓
逆
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の
地
方
的
習
性
は
遺
停
す
る
か
 

最
近
の
加
奈
陀
及
北
米
に
於
け
る
鮭
鱒
の
研
究
 

鮭
の
雑
種
 

二
木
城
川
鮭
親
魚
蓄
養
試
験
に
就
て
 

圃
後
島
産
姫
鯵
に
就
て
 

胡
瓜
魚
の
聴
化
に
及
ぼ
す
比
重
の
影
響
に
就
て
 

統
計
か
ら
見
た
鮭
の
洞
蹄
に
就
て
（
石
狩
川
）
 

鮭
鱒
の
洞
溝
裡
路
に
つ
い
て
 

手
製
の
槻
測
器
具
ニ
、
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北
海
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湖
沼
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十
勝
購
化
場
に
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け
る
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の
洞
師

楊
子
江
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域
の
淡
水
魚
（
上
、
中
、
下
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阿
塞
湖
の
公
魚
 

大
沼
の
養
殖
事
業
 

鮭
鱒
解
化
 

感
 

日
本
産
鮭
鯛
類
の
寄
生
銀
 

鮭
鱒
稚
魚
の
牝
行
会
の
開
催
 

虹
鰭
稚
魚
の
豊
平
川
移
殖
試
験
 

鮭
卵
の
重
簾
に
勤
す
る
抵
抗
試
験
 

虹
鱒
の
種
類
に
就
い
て
（
抄
録
）
 
 

鮭
鱒
増
殖
協
議
会
か
ら
得
た
感
想
 

北
海
道
鮭
鱒
瞬
化
事
業
奨
励
の
成
績
 

魚
類
餌
料
と
し
て
の
毛
趨
目
の
昆
虫
 

鮭
鰯
の
犬
然
瞬
化
と
人
工
購
化
 
っ
い
て
 

石
狩
川
に
於
け
る
鮭
親
魚
の
採
卵
に
就
て
 

北
見
地
方
の
鮭
鰯
聴
化
 
樹
す
る

障
害
 

米
関
の
鮭
人
工
瞬
化
技
術
と
北
海
道
の
技
術
 

再
び
鮭
鱒
の
天
然
麟
化
と
人
工
聯
化
に
っ
い
て
 

新
潟
懸
三
面
川
に
於
け
る
鮭
の
魚
獲
高
と
二
三
の
気
象
要
因
と
の
関
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樫
鱒
の
鱗
相
 

姫
鱒
の
餌
料
に
就
て
 

阿
寒
湖
々
水
の
化
学
的
研
究
 

鮭
稚
魚
の
輸
選
放
洗
に
妙
-
c
 

 

鮭
鱒
卵
の
卵
膜
軟
化
症
に
就
て
 

橘
太
鱒
千
歳
川
に
て
捕
獲
せ
ら
る
 

鮭
鱒
類
標
識
方
法
の
二
三
に
就
て
  

、
明
治
以
前
に
於
け
る
本
道
鮭
鱒
漁
業
 

網
走
湖
の
主
な
る
棲
息
魚
に
就
て
 

鮭
鱒
漁
に
集
魚
灯
の
実
験
を
望
む
 

雨
鱒
の
移
動
性
に
関
す
る

一
考
察
 

千
歳
川
に
於
け
る
鮎
の
捕
獲
に
就
て
 

死
後
に
於
け
る
胡
瓜
魚
の
受
精
力
に
就
て
 

紫
外
線
の
鮭
卵
及
稚
魚
に
及
ぽ
す
影
響
に
っ
い
て
 

年
崩
川
に
於
げ
る

・
「時
不
知
」
遡
上
産
卵
状
況
調
杏
 

鮭
親
魚
二
年
生
及
び
稚
魚
の
測
定
上
の
差
異
に
就
て
 

道
内
鮭
鱒
解
化
場
親
魚
捕
獲
務
の
増
減
と
其
の
原
西
 

鮭
の
挙
卵
数
と
本
道
各
地
に
於
け
る
平
均
採
卵
数
に
就
て
 

鮭
鱒
卵
の
人
工
購
化
中
に
於
け
る
水
生
菌
の
被
害
防
止
に
就
て
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鮭
皮
繰
製
法
 

人
と
魚
と
の
速
鎖
 

北
海
道
の
淡
水
魚
 

洞
爺
湖
産
の
マ
ス
に
就
て
 

木
崎
鱒
幼
魚
の
鱗
発
生
に
就
て
 

北
海
道
産
サ
ク
ラ
マ
ス
の
生
活
史
 

ワ
カ
サ
ギ
と
チ
カ
と
の
差
異
に
就
て
 

模
鱒
並
び
に
悟
掘
巴鯛
の
学
名
に
就
て
 

西
別
解
化
場
鮭
被
害
卵
滑
毒
試
験
級
過
 

本
邦
に
於
け
ろ
鮭
鱒
興
化
事
業
の
現
況
 

石
狩
河
n
探
卵
鮭
卵
の
発
死
原
因
に
就
て
 

本
道
に
於
け
る
輸
出
向
淡
水
産
物
に
就
て
 

昭
和
五
年
度
虹
別
解
化
場
鮭
卵
被
害
原
因
に
就
て
 

菊
地
氏
の
 
「鮭
鱒
天
然
購
化
に
っ
い
て
」
を
讃
み
て
 

模
鱒
の
鱗
に
見
出
さ
れ
た
第
二
冬
期
帯
不
形
成
の
数
例
  

「や
ま
べ
」
の
季
節
に
依
る
雌
雄
出
現
の
体
長
変
化
に
就
て
 

揚
子
江
流
域
に
於
け
る
淡
水
魚
の
養
殖
事
業
に
就
て
（
上
、
下
）
 
 

虹
鱒
の
ホ
ネ
マ
ガ
り
と
親
近
の
拘
僕
病
研
究
の
趨
勢
に
就
て
 

大
島
博
士
の
「ャ
マ
メ
及
ア
マ
ゴ
の
分
布
境
界
線
に
就
て
」
を
讃
み
て
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山
 
本
 
喜

一
郎

手
 
塚
 
喜
多

雄

富
 
永
 
員

佐
利

渡
 
達
 
宗
 
重

内
 
海
 
重
左
工
門

内
 
海
 
重
左
工
門

矢
 
部
 
桂
 
雄

武
 
田
 
重
 
秀

安
 
枝
 
俊
 
雄

徳
 
久

！
 
三
 種

田
 
中
 
茂
 
穂

田
中
舘
 

秀
 
三

吉
 

田
 
裕
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、
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洞
爺
湖
 
北
海
道
湖
沼
の
成
因
 

鮭
鱒
類
研
究
の
現
状
 

卿
化
場
の
級
営
に
就
て
 

鮭
池
中
飼
育
の

一
記
録
 

マ
ス
ノ
ス
ケ
の
卵
と
稚
魚
 

鯨
生
殖
素
に
関
す
る
研
究
 

北
海
道
に
お
け
る
養
鯉
成
績
 

慶
周
湖
虹
鱒
移
殖
及
其
成
績
 

魚
鱗
研
究
に
関
す
る
文
獣
目
録
 

鮭
鯛
類
稚
魚
の
白
点
病
と
海
水
 

昭
和
十
二
年
度
石
狩
川
鮭
採
卵
概
況
 

朝
鮮
に
於
け
る
鮭
鯛
の
分
布
に
就
て
 

北
米
に
於
け
る
鮭
鱒
人
工
藩
殖
の
現
況
 

鮭
鱒
漁
業
及
勝
化
事
業
と
統
計
に
っ
い
て
 

西
別
購
化
場
蜘
（
楼
鰯
）
親
魚
蓄
養
試
験
 

鯉
稚
魚
の
天
然
餌
料
に
関
す
る
二
、
三
の
観
察
 

魚
類
の
精
子
の
活
動
に
関
す
る
二
、
三
の
観
察
 

当
幌
川
下
流
捕
獲
場
に
於
け
る
鮭
鱒
親
魚
捕
獲
採
卵
に
就
て
 

一
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一
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柴
 
田
 
幸

一
郎
 

・

高
 
田
 
幸
 

一
一

関
 
根
 
秀
三

郎

田
 
中
 
林
 

蔵

武
 
田
 
志
麻
之
輔

高
 
安
 

三
 
次

高
 
安
 

三
 
次

近
 
藤
 

賢
 
蔵

添
 
田
 
潤
 
助

伊
 
藤
 

繁
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及
牛
経
に
就
て
 

当
路
湖
調
査
概
要
 

標
識
鮭
の
回
麟
状
況
 

虹
鱒
の
新
ら
し
い
病
気
 

各
種
水
棲
菌
の
見
分
け
方
 

西
別
解
化
場
鮭
卵
被
害
状
況
 

フ
オ
ル
マ
リ
ン
使
用
に
依
る
贈
化
法
 

中
ー
 
川で
捕
獲
さ
れ
た
鮭
の
雨
性
に
就
て
 

鮭
鱒
の
鯉
色
に
及
ぼ
す
シ
ャ
ン
化
物
の
影
響
 

北
海
道
水
産
購
化
場
所
属
淡
水
魚
標
本
目
録
 

西
別
鮭
鱒
腰
化
場
に
発
生
せ
る
水
棲
菌
に
就
て
 

虹
鯛
「
ス
コ
り
オ
ー
ゼ
」
 
のx
線
に
よ
る
観
察
 

鮭
鱒
購
化
事
業
に
フ
オ
ル
マ
り
ン
液
の
使
用
を
奨
む
 

酸
素
の
不
足
が
魚
族
に
及
ぽ
す
影
響
に
関
す
る
試
験
 

最
近
本
道
購
化
場
に
起
れ
る
鮭
卵
の
病
害
の
原
因
に
就
て
 

鮭
成
熟
卵
と
水
中
投
入
後
の
受
精
卵
の
重
量
の
差
異
に
就
て
 

斎
藤
光
雄
君
の
「
鮭
輸
卵
の
卵
膜
軟
化
症
に
就
き
て
」
を
讃
み
て
 

水
性
菌
清
生
防
止
に
っ
い
て
の
図
・
国・
B
u
r
r
【
喝
の
論
文
を
讃
み
て
 

鮭
卵
の
嚢
化
鍛
溶
液
に
よ
る
膨
化
及
縮
化
の
際
に
於
け
る
体
積
比
重
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一
 

一
一
】
 

以
ド
 
同
 

北
妻

迫
鮭
鱒
零
化
事
業
協

会
 

著
 
者
 

⑥
 
時
 
報
 

⑥
 
葉
 
報
 

編
 

獲
せ
ら
る
 

鮭
回
麟

の
実
例
 

鱒
購
化
併
置
許
可
 

寄
 
附
 
岡
 
書
 

解
化
場
技
稀
員
異
動
 

水
産
曜
〈励
金
ド
付
の
状
況
 

民
営
瞬
化
場

の
新
設
並
に
埼
設
  

「
か
ら
ふ
と
ま
す
」
稚
魚
標
識
放
流
 

官
営
麟
化
場
の
本
年
度
事

業
計
書
 

昭
和
三
年
庭
鮭
鱒
卵
子
分
譲
獣
況
 

シ
ャ
ッ
ド
並
に
ク
ラ
ッ
ビ
ー
の
移
殖
 

第
二
回
鮭
鱒
麟
化
技
術
実
習
生

養
成
 

ホ
ワ
イ
ト

フ
イ
シ

皿
 
（白
鱒
）
 
の
移
殖
 

昭
和
四
年
度
瞬
化
事
業
打
合
会
の
概
況
  

「
ス
チ
ー
ル
 へ
ッ
ド
・
ト
ラ
ウ
ト
」
 
の移
殖
 

三
年
慶
道
内
瞬
化
場
親
魚
捕
獲
採
卵
状
況
 

水
産
奨
励
規
程
中
の
人
工
鵬

化
事
業
計
-
f
r

i
"
.
1
 

 

探
捉
島
に
て
放
流
の
時
不
知

鮭
「
オ
ホ
ッ
ク
」
洲
滑
岸

に
て
捕
 

愚
 
名
 

年
 
巻
 

筑
  

へ 	 ー一一 

水
産
奨
励
金
下
付
状
況
 

零
化
場
鱒
親
魚
捕
獲
採
卵
状
況

民
宮
麟
化
場
の
新
設
増
設
並

に
改
造

第
三
回
蛙
鱒
響
化
技
朴
練
習
生
募
集

播
か
ぬ
種
子
は
生
え
ぬ
 

瞬
化
繊
蛙
鱒
親
魚
描
獲
採
卵
状
況

民
営
瞬
化
場
の
搬
張
 

朱
太
瞬
化
場
産
鱒
卵
滋
賀
外
ニ
懸
に
移
殖
す
 

鱒
些
樺
太
鱒
卵
無
償
配
布
 

瞬
化
場
鮭
鱒
親
魚
捕
獲
採
卵
状
況
 

昭
和
四
年
度
第

】
期
及
第
二
期
鮭
鱒
漁
獲
高
 

‘
米
園
産
「
ク

ラ
ツ
ビ

1
」
尊
菜
沼
に
移
殖
 

四
年
度
鮎
及
駈
層
化
並

に
移
殖
 

四
年
度
鮭
鱒
麟
化
峯
業
実
習
生
 

瞬
化
争
業
報
告
に
開
す
る
注
意
 

道
内
腰
化
場
鮭
親
魚
摘
獲
探
卵
鍬
況
 

鮭
種
卵
配
付
 

水
産
冥
励
金
下
付

川
願
と
請
求
に
付

い
て
 

北
柵
製
緒
会
枇
工
場
の
廃
液
に
よ
る
十
勝
鮭
鏑
町
化
場
の
被
害
 

鮭
回
蹄

の
実
例
 

阿
塞
湖
の
飯
移
殖
成
助
す
 

舞
園
産
白
「
ま
す
」
の
大
沼
洞
爺
湖
移
殖
 

鮭
及
白
鱒
傾
卵
分
譲
 

】
 
「

「
 

llll
l

,部
 
〇



麟
化
事
業
実
脅
生
養
成
終
了
 

昭
和
五
年
度
鮭
鱒
漁
獲
高
 

鮭
鱒
解
化
事
業
協
議
会
 

本
年
度
勝
化
場
鮭
鱒
親
魚
捕
愛
探
卵
状
況
 

樺
太
鱒
石
狩
川
移
殖
試
験
結
果
 

勝
化
場
新
設
許
可
 

鮭
親
魚
の
利
用
試
験
 

昭
和
六
年
度
鮭
鱒
親
魚
捕
獲
採
卵
獣
況
 

大
沼
に
て
肥
大
せ
る
虹
鱒
を
漁
護
す
 

保
護
河
川
の
追
加
 

昭
和
六
年
本
道
鮭
鱒
漁
獲
高
 

昭
和
六
年
度
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
成
績
 

保
護
河
川
湖
沼
の
指
定
 

官
営
解
化
場
事
業
打
合
会
 

鮭
鱒
楓
卵
配
付
状
況
 

昭
和
六
年
度
本
道
鮭
鱒
購
化
事
業
成
績
 

昭
和
六
年
度
鱒
人
工
購
化
事
業
調
 

昭
和
六
年
度
鮭
人
工
購
化
事
業
調
 

七
年
度
鱒
親
魚
捕
穫
採
卵
状
況
 

勝
化
事
業
許
可
 

勝
化
事
業
補
助
 

鱒
、
時
不
知
漁
況
 

四
 

一
 

 
一

一
 

一
 

}
 

四
 

五
 

}
 

一
  

旦
 

一
 

霞
ケ
浦
産
紗
 

虹
鱒
種
卵
配
付
 

塵
周
湖
の
虹
鱒
 

支
坊
湖
の
姫
鱒
 

支
坊
湖
の
姫
鱒
 

虹
鱒
種
卵
配
付
 

鮭
卵
卵
膜
病
発
生
 

鮭
鱒
簿
化
事
業
打
合
会
 

鮭
鱒
解
化
事
業
協
議
会
 

水
産
奨
励
金
下
付
状
況
 

昭
和
五
年
度
鱒
漁
獲
高
 

鮭
回
師
率
の
面
白
き
実
例
 

購
化
場
鮭
親
魚
摘
獲
採
卵
成
績
 

北
海
道
思
解
化
場
推
当
区
域
変
更
 

鮭
鱒
麟
化
事
業
突
習
生
養
成
終
了
 

道
内
腰
化
場
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
状
況
 

第
四
回
鮭
鱒
興
化
技
術
煉
習
生
募
集
 

道
内
勝
化
場
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
状
況
 

本
年
度
購
化
場
鮭
鱒
親
魚
摘
獲
採
卵
状
況
 

支
坊
湖
及
然
別
沼
に
米
国
産
河
鱒
の
移
殖
 

昭
和
五
年
度
第

一
期
、
第
二
期
鮭
漁
獲
高
 

本
年
度
卿
化
場
鮭
鱒
親
魚
捕
獲
採
卵
獣
況
  

「
ク
ロ
ー
・
フ
イ
ッシ
ュ
」
 
（淡
水
大
蝦
）
移
殖
  

ーーー― ' 
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鱒
類
飼
育
成
績
 

鮭
鱒
勝
化
事
業
補
助
金
決
定
 

道
食
議
員
有
志
千
茂
瞬
化
場
採
卵
場
観
察
 

謄
振
水
産
会
聴
化
事
業
剰
始
二

1周
年
紀
念
親
賀
会
 

昭
和
七
年
鱒
舞
化
事
業
成
績
 

昭
和
七
年
鮭
採
卵
成
績
 

昭
和
七
年
度
鮭
鱒
漁
慶
高
 

光
栄
の
虹
鱒
 

谷
茂
平
氏
の
表
彰
 

北
千
島
鮭
鱒
流
糾
漁
業
許
可
 

鮭
稚
魚
の
放
流
方
法
 

官
営
購
化
場
事
業
打
合
会
 

塵
周
湖
に
於
け
る
虹
鱒
採
卵
成
績
 

湖
沼
養
殖
協
議
会
 

全
固
河
川
湖
沼
養
殖
研
究
会
 

贈
化
事
業
級
鴬
者
協
議
会
 

鮭
鱒
人
工
瞬
化
場
設
置
許
可
 

鮭
鱒
購
化
事
業
官
営
実
現
近
か
る
べ

L
 

本
年
度
の
鮭
漁
況
 

昭
和
入
年
度
鮭
鱒
捕
便
採
卵
成
績
（
十
一
月
末
日
現
在
）
 

昭
和
八
年
度
鱒
抽
獲
採
卵
成
績
 

北
千
島
鮭
鱒
流
網
漁
業
に
封
す
る
沿
岸
漁
業
関
係
者
の
謝
策
 

石
狩
川
後
期
鮭
採
卵
試
験
 

一
 
】
 

北
海
道

鮭
鯛
保

護
協

会
 

鮎
の
産
額
 

鱒
漁
博
高
 

鮭
漁
獲
高
 

種
卵
分
輿
 

緋
鮒
の
移
殖
 

鱒
類
種
卵
分
輿
 

鱒
類
飼
育
成
績
 

鮭
購
化
事
業
状
況
 

西
別
牌
化
場
の
改
構
 

全
道
湖
沼
養
殖
研
究
会
 

購
化
 
習
生
の
入
場
許
可
 

移
管
解
T
h場勤
務
者
氏
名
 

解
化
事
業
縄
営
者
の
異
動
 

鮭
鱒
瞬
化
事
業
補
助

一
覧
表
 

洞
爺
湖
の
姫
鱒
親
魚
の
小
形
 

北
千
島
虹
鱒
人
工
腰
化
施
設
 

鮭
鱒
購
化
場
の
陳
客
愈
々
整
ふ
 

昭
和
入
年
度
本
道
購
化
事
業
成
績
 

北
洋
に
於
け
る
鮭
鱒
の
標
識
放
洗
 

北
千
島
合
同
漁
業
株
式
会
杜
剰
立
さ
る
 

昭
和
八
年
度
全
道
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
成
績
 

湧
別
解
化
場
創
立
十
周
年
及
圃
宮
移
管
記
念
式
 

座
周
湖
に
於
け
る
虹
鱒
採
卵
成
績
附
種
卵
分
輿
 

一
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千
歳
瞬
化
場
の
盛
況
 

種
卵
分
輿
 

石
狩
川
下
流
鮭
親
魚
の
採
卵
 

親
魚
捕
獲
委
託
事
務
打
合
会
 

北
千
血
離
一
鱒
産
額
 

購
化
事
業
官
営
移
管
親
賀
会
 

昭
和
九
年
度
鮭
人
工
購
化
事
業
成
績
 

昭
和
九
年
度
鱒
人
工
購
化
事
業
成
績
 

鮎
の
産
額
 

河
鱒
種
卵
の
配
給
 

第
三
回
全
道
湖
沼
養
殖
研
究
会
 

全
道
湖
沼
養
殖
研
究
会
の
本
会
加
入
 

本
道
沖
合
の
鮭
鯛
漁
痩
状
況
 

昭
和
ー
年
度
北
千
也
註
《
鱒
漁業
成
績

標
識
鮭
の
再
捕
 

昭
和
十
年
度
鮭
腰
化
事
業
概
況

昭
和
十
年
度
鱒
購
化
事
業
概
況

昭
和
十
年
度
民
宮
鮭
瞬
化
畢
業
概
況

昭
和
十
年
度
民
宮
鱒
瞬
化
事
業
概
況

支
坊
湖
姫
鱒
親
魚
の
渡
少
 

綱
走
興
化
場
の
公
開
と
親
魚
廉
賞
 

昭
和
十
年
度
鮭
親
魚
捕
獲
採
卵
成
績

虹
鱒
種
卵
分
輿
 

}
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一
八
 

一
九
 

北
海
道
鮭

鱒
保
護
協

云

以
 
下
 
同
 

北
道
鮭
鱈
腰
化
試
験
成
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